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▼「まちづくり支援室」は、志免町のボランティア団体や NPO の自立をサポートします。 

＜本号の内容＞ 

★ 【レポート】評価講座 

★ 【活動ポイント解説】ボランティアを受け入れる 

★ 【もっと活用 支援室！】-情報発信編- 

   ほか 

▲SHIME Town planning support room information VOL.17 

 

まちづくり支援室は、住民活動を支援し、

志免町と町民の皆さんとで協働したまちづくりを

すすめるために設置された施設です。専門のコーデ

ィネーターを配置し、NPO

やボランティアに関する情

報を発信するとともに住民

活動に関する相談やアドバ

イスを行っています。 

づくりも重要な要素です。 

2 月 9 日（金）ボランティアを受け入れている

福祉施設や病院の担当者にお集まりいただき、

情報交換会を開催しました。ボランティアの力

を活かしたよりよい組織運営や、住民がボラン

ティア活動に参加できる場（環境）づくりについ

て、情報や意見を交換しました。その中で、どの

担当者からも「職員の穴埋め的ボランティアで

はない、ボランティア一人一人の意思を尊重し
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■成果を出すには「目標」が重要 

結果と成果の大きな違いは「目指す目標の設

定」をしているかいないか、という点です。つま

り成果を出すためには、活動開始前の計画や準備

の段階で、目指す状態についての目標を設定する

ことが重要となります。逆に目標を設定しなけれ

ば「成果は出ない」ということになります。 

 

■成果や報告は団体の信頼につながる 

今回は、少人数の勉強会スタイルを採って、参

加団体の活動を具体例に挙げながら、成果やそれ

を「報告」することについて学びました。受講者

からは「事例が豊富でわかりやすかった」「成果

について考えるきっかけになった」という感想が

寄せられました。 

住民活動では、活動の実施自体が優先となり、

成果や報告は後回しになりがちです。しかし、団

体を支えてくれる人たちに対して成果を報告す

ることで、団体に対する信頼や協力を得ることに

つながります。 

 

■活動の振り返りや改善にも役立つ 

目標と成果を意識することで、活動の自己評価

もできるので、活動がうまくいっているかどうか

見極めることにも活用できます。活動の振り返り

や改善策を考えるときに応用できるのです。 

▼支援室からのお知らせ 

●４月 2７日（金）10 時より、支援室登録団体の

更新説明会＆交流会を開催します。詳しくは、団体

宛にお知らせいたします。 

●支援室利用の手引きを作成しました。登録手続き

の流れや支援室活用の方法を、分かりやすくまとめ

ました。 

自団体の活動はうまくいっているのか、これで

いいのかと考えたことはありますか？平成30年

になって初めての講座は「成果を伝える報告をし

よう」と題して、NPO法人ミディエイドの宮田智

史氏を迎えて、開催しました。今回は1月23日火

曜に実施し、昼と夜の2回開催としました。 

 

■成果と結果の違い 

まずは成果についての解説がありました。成果

と混同されがちな言葉に「結果」がありますが、

その2つの違いを簡単にみてみると、下記の表の

ようになります。 

結果 成果 

・何かしらやれば出てくる 

・目標がなくても出る 

・目標の達成した程度 

・活動前の目標設定が必要 

例）目的：男性の育児参加の推進 

内容：男性向け育児講座の開催 

目標：受講者の育児参加時間を増やす 

30 人受講した 受講者の育児に携わる時

間が受講前より、平均週

3 時間増えた。 

上記の例からすると、講座自体を開催すれば、

たとえ参加者が無くても「0人」という「結果」

は必ず出ます。一方成果は、男性の育児参加がい

かに進んだか、もともと目指した状態にどれだけ

近づくことができたのかを表します。 

レ
ポ
ー
ト 「協働のまちづくりの推

進」のためには、住民活動団体

の支援はもちろんのこと、「ボ

ランティアを受け入れる、活

動の場を提供する側」の環境

【評価講座】団体活動の成果とは、 
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9：00～17：00（火曜・木曜・土曜）            

9：00～21：00（水曜・金曜） 

 

●開室時間  

もっと活用 支援室！ 
<情報発信編> 

支援室から情報発信！ 

皆さんは団体の情報を誰に・どのように伝えて

いますか？広報の手段や、伝えたい人に向けての

アプローチを一緒に考えていきましょう。 

支援室では、志免町ＨＰ・情報誌・Facebook

で情報発信をしています。 

＜支援室を活用した情報発信とは＞ 

◎支援室情報誌へ団体寄稿 

→団体で開催するイベントの告知や開催報告を

掲載しています。 

・支援室 FB に掲載依頼をする 

 

 

◎支援室にポスター・チラシ掲示・配架 

→支援室内外の掲示板に団体のお知らせなど

を掲示、配架しています。 

◎支援室 FB に掲載を依頼 

→まちづくり支援室 FB のページに団体の活

動や告知を掲載しています。 

まちづくり 
支援室 
の動き 

ました。また「ボランティアをする側、受け入

れる側が、相互に理解しあい、活動を進めてい

くための各施設の取組」を志免町内でさらに波

及させていこうと参加者同士、認識を持つこと

がでました。ボランティアをしたい人が参加し

やすく、活躍できる環境づくりのために今後も

連携し、取り組んでいきたいと思います。 

ながら、施設運

営に参画しても

らえるようコー

ディネートを行

っている。」とい

う言葉が語られ

★ 次号＜Vol.18＞は 2018 年 6 月発行予定です。 

 


